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執行部として登壇

石
いし

井
い

将
しょう

喜
き

町長

(町長)

基山の明るい未来に期待

林
はやし

田
だ

結
ゆ

衣
い

課長

(住民課長)

岸
きし

柚
ゆう

花
か

課長

(まちづくり課長)

堤
つつみ

耀
あき

慶
みち

課長

(こども課長)

渡
わた

邊
なべ

稀
き

咲
さき

課長

(産業振興課長)

議案第１号 基山町内の動物事故防止及び環境整備に関する条例

(提案理由) 野良猫や狸が道路に飛び出し、接触事故が多発しています。また、猿などに襲わ

れて怪我をしてしまった人もいます。このような被害を減らすため、動物の飛び

出し事故防止、町の安心安全を徹底したいと考え、そのために必要な活動を行い

ます。

議案第２号 基山町児童館設置に関する条例

(提案理由) 学生の学力向上や子どもの居場所づくり、勉強環境の整備や学生の勉強意欲の向

上などを維持させるため、児童館を設置します。

議案第３号 基山町の観光事業の充実及び町全体の活性化を促す条例

(提案理由) 冬にも駅前でイベントを行い、町内外から人が来ることによって、基山町全体が

今以上に活気づくと考えたためです。
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自ら議会の参加に手を挙げた基山中学校３年生の皆さん。

町長や町の執行部、議員になって町議会の模擬体験を行いました。

自由な発想、色々な視点からの活発な意見は、私たち議員も

目を見張るような素晴らしいものでした。

第６回「中学生議会」を開催！

町議会議員として登壇

＊今回「子ども議会」から「中学生議会」に名称が変りました。

富
とみ

松
まつ

陽
はる

希
き

議員 加
か

來
く

蓮
れん

太
た

郎
ろう

議員 神
かみ

盛
もり

美
み

妃
き

議員 荒
あら

巻
まき

悠
はる

真
ま

議員 島
しま

内
うち

唯
ゆい

議員

酒
さか

井
い

じゅの 議員 山
やま

口
ぐち

柚
ゆず

優
ゆ

議員 中
なか

村
むら

初
うい

夏
か

議員 副
そえ

島
じま

双
ふた

葉
ば

議員 戸
と

上
がみ

ねね 議員

町会議員もサポートで参加

今回の経験を通して自分に自信が持てました。

自分の意見を言う大切さを学びました。

普段考えない難しいことを考えて大変だった。

楽しくて良かった。

体 験 談

特
集
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ガイダンスセンター「きやまんもん文化遺産情報館（仮称）」は、特別史跡基肄城跡、

大興善寺、長崎街道等の基山町の歴史や文化遺産等の情報を得ることができる施設で

す。多世代の交流や町内で活動する関係団体の活動拠点にもなります。

町では、建設に向けて平成31年1月から計画を進め、現在役場のある基山総合公園周

辺が予定地になっています。

Ｑ なぜ今回新たに調査が必要なのですか？

Ａ まちづくり関係団体（ボランティア）にアンケートを行ったところ、当初計画の

総合公園周辺は駅から遠いなど利便性が悪いため、より利便性が高く小・中学校

が近くにある中央公園内が良いとの意見がありました。

Ｑ なぜ当初の候補地に中央公園が入ってなかったのですか？

Ａ 当初、都市公園法では面積の制限があり、候補地に出来ませんでした。

Ｑ なぜ今回候補地に挙げることができるのですか？

Ａ 国の都市公園法が改正され、町の都市公園条例の配置基準を変更することで建設

が可能になったためです。

中央公園を新たな候補地として当初の計画に加えた上で、改めて建設地の検討をす

るための調査を行います。この調査結果をもとに、建設場所や建物配置、施設運営方

針を検討し決定していく予定です。

予算 2億940万円 増 (総額99億9,518万円)

ガイダンスセンター建設に
向けた調査をします

調査費 250万円

中央公園に建てる場所はあ

るの？子供たちの遊ぶ場所

は減ってしまうの？

（水田）
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子育て支援は他にも

外部からの視線を遮断し子どもの性被害を未然に防止する対策です。

各保育施設にパーティションやカーテン等を設置 32万円

場所は玄関入って右側のスペースです。

町民会館に授乳室ができます 88万円

全ての県外の病院で

窓口負担なしになれ

ば良いのにね

（中牟田）

12月定例会 主な補正予算と議案

機構改革の実施

令和７年４月１日から福祉課プラチナ社会政策室と産業振興課ブランド化推進

室が課に昇格します。

子どもの医療費 県外２医療機関で窓口負担なし

Ｑ なぜ課に昇格させるのですか？

Ａ プラチナ社会政策課

高齢福祉施策について、自治

公民館を中核とした高齢者の

活躍の場の創出や、社会福祉

協議会との連携を推進し高齢

者施策を強化するためです。

商工観光課

企業誘致、観光振興、商店街の

にぎわいづくりを

推進するためです。

子どもの医療費助成制度では県外の病院で受診した場合、小学生以上は、申請して

助成を受けていましたが、令和７年１月１日から久留米大学病院、聖マリア病院では

医療費の窓口負担の必要がなくなります。

旧 新

商工観光課

課に昇格し施策を推進するのは良

いけど、職員はなぜ増やさないの？

職員は疲弊しないの？ （中牟田）

農林課

プラチナ
社会政策課

福祉課
福
祉
課

産
業
振
興
課

・社会福祉係

・障がい福祉係

・保険年金係

プラチナ社会政策室
・プラチナ社会政策係

・高齢福祉係

・農林業振興係

・農地係

ブランド化推進室
・新事業支援係

・商工観光係

聖マリア病院久留米大学病院
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工

藤

絵
美
子

水

田

志

保

中

牟

田

文

明

佐

々

木

敎

雄

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大
久
保

由
美
子

末

次

明

桒

野

久

明

大

山

勝

代

松

石

信

男

会

議

の

結

果

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

令和６年度
補正予算

一般会計

特別会計

国民健康保険

後期高齢者医療

下水道事業

条例改正 課設置条例（他３件）

損害賠償 公用車事故に係る損害賠償額

承認 専決処分一般会計補正予算

私の判断（議案の採決）

（ ○ 賛成 × 反対 ）
※議長は採決に加わりません

意見書の結果

選択的夫婦別姓制度の早期導入を求める意見書 不採択（賛成少数）

土砂災害発生防止のための森林整備

昨年に続き職員による接触事故

Ｑ どこを整備するのですか？

Ａ 住宅や道路等が生活圏に近く、災害発生時に被

害が想定され、所有者不明の場所です。１∼３

haの面積を想定しています。

Ｑ 本来、森林所有者が管理しなくてはいけないの

に町の森林環境譲与税基金を使うのですか？

Ａ 所有者が追跡できず、該当する近隣住民等から

要望がありました。

荒れた森林は災害の脅威にも

森林整備業務委託料
150万円

なんで国や県の補助金も

活用しないの？ （末次）

9月21日草スキー大会開催時、基山（きざん）草スキー場前面広場に公用車を駐

車の際、サイドブレーキのかけ忘れた車両が移動し、相手方車両のドアに接触、破

損させました。

議会としても今後の対策として、即時の情報共有化と職員に対し定期的な安全講

習の実施や適性検査の受講の促進を提言しました。

損害賠償額 37万円

口頭注意処分だけでなく、数週間の公用車運

転停止処分があってもいいかと… （佐々木）
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一般質問

13人のここが聞きたい！13人のここが聞きたい！

一 般 質 問

Ｑ

こ
の
制
度
は
、
総
務
省
の
特
別
交

付
税
措
置
対
象
の
事
業
で
、
地
方
自
治

体
が
地
域
の
事
情
に
詳
し
い
人
材
を
委

嘱
し
、
集
落
の
対
策
を
推
進
す
る
制
度

で
す
。
導
入
か
ら
９
年
経
ち
ま
す
が
、

今
後
の
課
題
は
何
で
す
か
？

Ａ

﹁
分
野
ご
と
の
精
通
し
た
知
識
や

経
験
を
持
ち
、
信
頼
関
係
を
築
く
能
力
、

課
題
解
決
能
力
の
あ
る
人
材
確
保
﹂
と

﹁
集
落
支
援
員
へ
の
行
政
が
設
定
し
た

使
命
と
役
割
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
、
支
援

員
活
動
終
了
後
も
地
域
が
持
続
可
能
な

形
で
自
立
し
て
い
け
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
﹂
で
す
。

Ｑ

彼
ら
が
活
発
に
達
成
感
を
持
っ
て

活
動
で
き
る
環
境
整
備
、
具
体
的
活
動

方
針
の
構
築
や
予
算
な
ど
の
問
題
解
決

が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
多
忙
な
担

当
課
や
サ
ポ
ー
ト
担
当
職
員
の
業
務
を

減
ら
す
た
め
、
各
種
事
業
の
民
間
へ
の

業
務
委
託
等
も
大
事
だ
と
考
え
ま
す

が
。

Ａ

イ
ベ
ン
ト
が
多
い
と
こ
ろ
は
、
業

務
委
託
な
ど
も
含
め
研
究
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
業
務
委
託
が
出
来
な
い
と
こ

ろ
は
、
支
援
員
の
業
務
過
多
に
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
、
ま
た
、
予
算
に
つ
い
て

も
必
要
な
も
の
は
計
上
し
ま
す
。

Ｑ

基
山
町
集
落
支
援
員
制
度
の
課
題
は
？

Ａ

人
材
確
保
と
行
政
サ
ポ
ー
ト
で
す

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員

Check!

中村 絵理 松石 健児 桒野 久明 大山 勝代 松石 信男 工藤 絵美子 末次 明

天本 勉 中牟田 文明 大久保 由美子 佐々木 敎雄 水田 志保 重松 一徳

QRコードから各議員の一般質問の録画映像がご覧いただけます

地域課題の解決に向けて

広報きやま 令和６年２月号より
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一般質問13人のここが聞きたい！

Ｑ

拡
大
に
努
め
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
近
隣
の
上
峰
町
約
75
億
円
、
吉
野
ヶ

里
町
約
36
億
円
、
み
や
き
町
約
29
億
円

か
ら
す
る
と
、
や
や
見
劣
り
し
ま
す
。

対
策
は
講
じ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

昨
年
度
か
ら
新
た
に
28
事
業
者
が

登
録
し
、
75
品
目
を
返
礼
品
と
し
て
追

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
つ
の
返
礼
品

で
も
定
期
便
を
増
や
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー

確
保
と
寄
附
額
の
増
加
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

新
た
な
移
住
・
定
住
の
取
組
へ

Ｑ

今
後
は
宅
地
開
発
だ
け
で
な
く
、

起
業
や
地
元
中
小
企
業
の
活
性
化
の
た

め
に
、
若
い
労
働
者
の
流
入
確
保
・
流

出
防
止
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
二
地
域
居
住
に
関
す
る
計

画
︵
特
定
居
住
促
進
計
画
︶
の
改
正
法

が
本
年
11
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
県

に
基
山
町
の
考
え
を
早
め
に
打
診
し
て

下
さ
い
。

Ａ

県
も
同
じ
よ
う
に
情
報
収
集
や
研

究
の
段
階
で
す
。
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
拡
大
を

Ｑ

令
和
５
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

Ａ

９
億
４
０
６
万
６
千
円
で
す
。

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
は

Ａ

令
和
５
年
度
で
約
９
億
円

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員23年度 全国：１兆1175億円

前年度の約1.2倍 ４年連続過去最高（総務省）

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
支
援

Ｑ

多
岐
に
わ
た
る
高
齢
者
の
支
援
の

中
で
あ
え
て
重
要
な
も
の
を
、
二
つ
上

げ
る
な
ら
ば
何
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

元
気
な
高
齢
者
の
活
躍
の
場
と
活

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
独
居
の
方

の
孤
立
を
防
ぎ
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら

し
て
い
け
る
町
全
体
で
の
支
援
体
制
の

構
築
な
ど
の
推
進
が
必
要
で
す
。

Ｑ

支
援
に
課
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ

の
解
決
は
ど
う
取
り
組
み
ま
す
か
。

Ａ

総
合
事
業
や
申
請
手
続
き
の
お
困

り
の
サ
ポ
ー
ト
、
体
調
の
急
変
や
生
活

不
安
の
相
談
に
速
や
か
に
対
応
す
る
こ

と
で
、
課
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

基
山
中
学
校
の
部
活
動

Ｑ

全
国
的
に
は
生
徒
数
が
減
少
し
、

廃
部
と
な
る
ケ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

Ａ

基
山
町
の
生
徒
数
は
、
増
加
傾
向

で
こ
こ
数
年
廃
部
の
事
例
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
事
態
と
な
っ
て
も
、

な
る
べ
く
廃
部
は
避
け
、
地
域
連
携
や

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
模
索
し
、
生
徒

が
望
む
も
の
を
、
活
動
で
き
る
よ
う
環

境
整
備
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ

高
齢
者
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
は

Ａ

自
宅
訪
問
し
、
把
握
に
努
め
て
い
ま
す

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員『ふ・れ・あ・いフェスタ』で演奏する吹奏楽部
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一般質問 13人のここが聞きたい！

Ｑ

こ
れ
ま
で
保
護
者
が
出
し
て
い
た

教
材
費
に
つ
い
て
、
憲
法
の
﹁
教
育
費

は
無
償
﹂
の
観
点
か
ら
公
費
に
す
べ
き

も
の
の
見
直
し
は
さ
れ
ま
し
た
か
。

Ａ

個
人
所
有
に
せ
ず
公
費
で
購
入

し
、
共
同
で
使
用
で
き
る
も
の
が
な
い

か
、
今
後
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
協
議
し

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
７
年
度
か
ら
補
聴
器
購
入
助
成

Ｑ

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
助
成
が

始
ま
り
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ

対
象
年
齢
は
40
歳
か
ら
、
助
成
金

額
は
ま
だ
検
討
中
で
す
。
所
得
要
件
な

し
、
集
団
健
診
で
聴
力
検
査
を
項
目
に

入
れ
る
こ
と
、
申
請
時
の
手
続
き
の
簡

素
化
を
図
る
こ
と
、
購
入
後
の
調
整
等

の
フ
ォ
ロ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

学
校
の
教
材
費
な
ど
保
護
者
負
担

は
年
間
で
合
計
す
る
と
大
き
い
で
す
。

私
は
９
月
議
会
で
も
同
じ
質
問
を
し
ま

し
た
。
授
業
料
、
教
科
書
は
無
料
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
貸
与
。
そ
の
後
、
負
担
軽

減
の
検
討
は
さ
れ
ま
し
た
か
。

Ａ

就
学
援
助
世
帯
の
認
定
基
準
や
部

活
動
費
補
助
な
ど
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
英
検
受
験
料
の
補
助
拡
大

を
考
え
て
い
ま
す
。

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

Ｑ

私
費
を
減
ら
し
、
公
費
負
担
へ
転
換
を

Ａ

協
議
の
上
、
引
き
続
き
検
討
し
た
い

基山小学校校庭

ム
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

固
定
電
話
と
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の
通

報
機
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
世

帯
で
85
件
、
う
ち
一
人
暮
ら
し
で
は
71

件
設
置
し
て
い
ま
す
。

町
長
は
男
女
共
同
参
画
推
進
の
カ
ギ

Ｑ

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
は
世
界
で
１
１
８
位
と
大
変
低
い
。

基
山
町
で
も
社
会
通
念
や
慣
習
、
し
き

た
り
や
政
治
、
職
場
で
男
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
く
、

本
気
で
男
女
共
同
参
画
に
取
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
政
策
・
方
針
を
決
定

す
る
場
に
女
性
の
参
画
は
ど
う
で
す

か
。

Ａ

町
職
員
の
女
性
管
理
職
は
25
％
、

審
議
会
は
32
％
、
区
長
は
一
人
、
農
業

委
員
は
一
人
、
小
中
学
校
の
女
性
校
長

は
ゼ
ロ
。
町
職
員
の
女
性
管
理
職
は
年

齢
構
成
上
今
後
増
え
て
い
く
予
定
で

す
。

Ｑ

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
は
１

０
６
５
人
。
ゴ
ミ
出
し
支
援
は
あ
る
の

で
す
か
。

Ａ

高
齢
者
世
帯
に
限
ら
ず
玄
関
先
収

集
が
６
５
０
箇
所
、
社
協
の
﹁
て
つ
だ

い
隊
﹂
利
用
が
４
人
、
高
齢
者
の
﹁
総

合
事
業
﹂
で
７
人
を
個
別
収
集
し
て
い

ま
す
。

Ｑ

病
気
な
ど
緊
急
時
の
通
報
シ
ス
テ

Ｑ

ゴ
ミ
出
し
困
難
な
高
齢
者
等
対
策
は

Ａ

個
別
に
対
応
し
て
い
ま
す

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

家から遠いごみ集積場
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Ｑ

熱
中
症
対
策
と
し
て
中
学
生
の
夏

服
を
、
体
操
服
で
も
可
能
に
で
き
ま
せ

ん
か
。

Ａ

校
長
会
で
も
検
討
し
て
、
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

母
親
よ
り
産
後
ケ
ア
を
利
用
し
た

い
の
に
利
用
で
き
な
い
と
い
う
声
が
多

い
で
す
が
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
の

見
直
し
は
行
い
ま
せ
ん
か
。

Ａ

議
員
か
ら
言
わ
れ
た
提
案
や
ニ
ー

ズ
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

基
山
町
の
病
後
児
保
育
施
設
の
利

用
実
績
は
少
な
く
、
近
隣
に
あ
る
民
間

の
病
児
・
病
後
児
保
育
の
利
用
数
が
増

え
て
い
る
現
状
で
す
。
今
後
、
町
営
の

病
後
児
保
育
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
ま
す
か
。

Ａ

利
用
の
手
続
の
簡
素
化
や
周
知
を

図
る
な
ど
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

長
期
休
暇
中
の
学
童
保
育
で
は
、

８
時
の
開
所
を
外
で
待
つ
子
ど
も
の
列

が
で
き
て
い
ま
す
。
開
所
ま
で
室
内
で

待
機
で
き
る
よ
う
な
対
応
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

Ａ

時
間
や
待
機
場
所
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

Ｑ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
は

Ａ

全
庁
を
あ
げ
て
支
援
に
取
り
組
む

工く

藤ど
う

絵え

美み

子こ

議
員

夏は体操服でよかろうもん

Ｑ

安
心
安
全
の
町
を
宣
言
し
よ
う

Ａ

防
犯
に
全
力
で
取
り
組
む

末す
え

次つ
ぐ

明
あ
き
ら

議
員

実
施
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
郵
便
局
や
コ
ン
ビ
ニ
等
と
事
業
協

定
を
結
ん
で
防
犯
に
努
め
て
い
ま
す
。

防
犯
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
せ
よ

Ｑ

防
犯
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
、
防
犯

グ
ッ
ズ
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
防
犯
専

任
の
集
落
支
援
員
採
用
や
見
守
り
強

化
、
必
要
な
経
費
を
投
入
し
て
防
犯
対

策
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
町
長
、

議
会
、
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

マ
ス
コ
ミ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を

使
っ
て
基
山
町
の
取
り
組
ん
で
い
る
防

犯
対
策
を
町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
ょ
う
。

Ａ

全
国
的
に
詐
欺
手
口
の
多
様
化
、

凶
悪
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
随
時
、

情
報
提
供
や
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

Ｑ

全
国
で
は
凶
悪
犯
罪
が
増
え
、
町

内
で
も
窃
盗
、
詐
欺
、
不
審
者
情
報
が

増
え
て
い
ま
す
。
町
民
、
町
内
事
業
者

が
一
丸
と
な
っ
て
防
犯
意
識
を
高
め
犯

罪
が
起
き
に
く
い
環
境
を
整
備
し
ま

し
ょ
う
。

Ａ

町
内
で
は
安
全
な
町
づ
く
り
協
議

会
、
補
導
員
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
子

ど
も
の
見
守
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を青色回転灯積載車でパトロール
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区
計
画
の
開
発
規
模
０
・
５
ha
と
し
、

調
整
池
を
設
け
る
よ
う
運
用
基
準
の
見

直
し
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ

県
や
他
市
町
村
の
状
況
を
調
査

し
、
精
査
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
計
画
の

運
用
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

産
業
系
の
﹁
地
域
産
業
振
興
型
﹂
、

住
居
系
の
﹁
市
街
化
区
域
隣
接
・
近
接

型
﹂
、
市
町
境
に
お
い
て
近
隣
市
町
と

一
体
的
に
行
う
﹁
近
隣
市
町
一
体
型
﹂

の
３
種
類
を
定
め
て
い
ま
す
。

Ｑ

都
市
計
画
法
の
技
術
基
準
で
は
調

整
池
の
設
置
が
必
要
な
開
発
規
模
は
１

ha
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
居
系
の

﹁
市
街
化
区
域
隣
接
・
近
接
型
﹂
の
立
地

要
件
等
に
面
積
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
１
ha
未
満
は
設
け
な
く
て
良
い

の
で
す
か
。

Ａ

現
在
の
運
用
基
準
で
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ

今
後
、
調
整
池
設
置
逃
れ
の
開
発

が
推
測
さ
れ
ま
す
。

熊
本
県
で
は
０
・
５
ha
以
上
の
開
発

で
は
原
則
と
し
て
調
整
池
を
設
け
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
豪
雨
が
多
い
状
況
の
中
、
地

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

Ｑ

運
用
基
準
を
見
直
し
、
調
整
池
の
設
置
を

Ａ

他
市
町
を
調
査
し
、
精
査
・
検
討
し
ま
す

住宅建築が進む夜水地区の地区計画 調整池は？

町
内
外
国
人
の
現
状
と
課
題

提
案

技
能
実
習
生
の
方
が
２
７
１

人
、
全
体
の
約
７
割
と
の
こ
と
。
自
転

車
運
転
等
、
制
度
の
理
解
を
促
す
為
、

受
け
入
れ
企
業
と
の
連
携
強
化
を
お
願

い
し
ま
す
。

不
登
校
に
つ
い
て

提
案

増
加
は
、
児
童
等
の
要
因
と
不

登
校
の
考
え
方
の
変
化
、
居
場
所
の
確

保
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
学
校
で
の
学

び
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

道
交
法
が
改
正
さ
れ
、
今
後
自
転
車

に
も
﹁
青
キ
ッ
プ
﹂
制
度
が
始
ま
り
﹁
反

則
金
﹂
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

Ｑ

令
和
８
年
５
月
23
日
ま
で
に
施
行

さ
れ
る
交
通
反
則
通
告
制
度
︵
青
キ
ッ

プ
制
度
︶
と
は
ど
の
様
な
も
の
で
す
か
。

Ａ

軽
微
な
交
通
違
反
に
﹁
青
キ
ッ
プ
﹂

が
渡
さ
れ
反
則
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
刑
罰
が
課
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
制
度

で
す
。
16
歳
以
上
が
対
象
で
す
。

Ｑ

﹁
青
キ
ッ
プ
﹂
の
住
民
周
知
、
特

に
高
齢
者
、
外
国
人
、
生
徒
へ
の
周
知

は
ど
う
し
ま
す
か
。

Ａ

ま
だ
確
実
な
情
報
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
情
報
を
収
集
し
、
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
迅
速
に
周
知
し
ま

す
。

Ｑ

自
転
車
違
反
の
﹁
青
キ
ッ
プ
﹂
導
入
は

Ａ

違
反
者
が
出
な
い
よ
う
対
応
す
る

中な
か

牟む

田た

文ふ
み

明あ
き

議
員

歩道を通行できる標識
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Ｑ

地
域
計
画
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

高
齢
化
等
で
農
業
者
の
減
少
や
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

将
来
的
に
農
地
利
用
を
地
域
で
話
し
合

い
目
標
地
図
の
策
定
を
図
る
計
画
で

す
。

Ｑ

農
地
バ
ン
ク
の
役
割
は
。

Ａ

農
地
の
貸
借
権
や
売
買
、
賃
料
支

払
い
、
集
約
化
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
て

Ｑ

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
と

は
。

Ａ

食
料
を
安
定
的
に
供
給
し
自
給
率

向
上
と
食
料
安
全
保
障
の
確
立
達
成
を

示
す
国
の
基
本
計
画
で
す
。

Ｑ

基
本
計
画
を
踏
ま
え
町
の
農
業
施

策
は
。

Ａ

既
存
の
農
業
の
充
実
と
、
新
し
い

農
業
支
援
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
対
応
は

Ｑ

自
治
体
の
役
割
を
示
し
て
下
さ
い
。

Ａ

ま
ず
は
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口

を
情
報
発
信
し
早
期
支
援
に
つ
な
ぎ
ま

す
。
家
族
を
含
め
対
話
を
重
ね
時
間
を

か
け
て
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

Ｑ

相
談
窓
口
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

役
場
福
祉
課
や
佐
賀
県
ひ
き
こ
も

り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
﹁
さ
が
す
み
ら

い
﹂
、
総

合

相

談

支

援

セ

ン

タ

ー

﹁
キ
ャ
ッ
チ
﹂
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ

地
域
計
画
で
、
目
指
す
農
業
は
何
か

Ａ

各
地
域
の
特
性
や
実
情
に
あ
う
農
業
へ

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員豊かな自然と農地を次世代へ

Ｑ

幼
少
期
よ
り
成
人
病
予
防
の
取
組

を
行
う
事
で
、
将
来
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
事
が
で
き
る
。
小
中
学
生
か
ら
の
生

活
習
慣
病
健
診
の
導
入
に
取
り
組
む
べ

き
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

先
進
自
治
体
を
参
考
に
し
な
が
ら

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
つ
い
て

Ｑ

令
和
13
年
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
９
万

８
千
ｔ

に
向
け
て
、
達
成
の
た
め
の
施

策
と
、
そ
れ
に
か
か
る
経
費
、
財
源
の

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

太
陽
光
発
電
、
Ｅ
Ｖ
車
の
導
入
等
、

全
体
で
約
７
億
円
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
可
能
な
限
り
国
の
補
助
金
を
活
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

提
案

国
の
補
助
金
で
１
０
０
％
賄
え

る
と
は
思
え
な
い
。
町
で
基
金
の
設
置

を
。

Ｑ

福
岡
県
久
山
町
で
は
５
年
に
一
度

大
健
診
と
呼
ば
れ
る
20
項
目
に
わ
た
る

健
診
を
実
施
し
、
町
民
の
健
康
を
守
っ

て
い
る
。
基
山
町
で
も
近
い
将
来
に
向

け
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検

討
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

努
力
し
目
標
に
し
た
い
。
久
留
米

大
学
と
の
提
携
で
少
し
で
も
近
づ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
施
策
は

Ａ

高
齢
者
向
け
な
ど
更
な
る
対
策
が
必
要

佐さ

々さ

木き

敎の
り

雄お

議
員

予防と早期発見を
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一般質問 13人のここが聞きたい！

Ａ

現
在
設
置
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設

置
場
所
や
管
理
者
に
つ
い
て
、
区
長
会

と
意
見
交
換
し
、
設
置
に
向
け
て
検
討

し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

Ｑ

鳥
獣
ご
と
の
被
害
の
状
況
は
。

Ａ

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
水
稲
、
野
菜
な

ど
の
被
害
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ア
ナ
グ
マ

に
よ
る
野
菜
や
果
樹
な
ど
の
被
害
が
で

て
い
ま
す
。
他
に
も
サ
ル
、
カ
ラ
ス
に

よ
る
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
対
策
は
。

Ａ

国
や
県
の
補
助
事
業
の
活
用
に
よ

る
侵
入
防
止
対
策
の
推
進
、
猟
友
会
と

の
連
携
強
化
に
よ
る
有
害
鳥
獣
の
駆
除

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ

町
内
の
特
殊
詐
欺
被
害
状
況
は
。

Ａ

令
和
５
年
度
は
架
空
料
金
請
求
詐

欺
４
件
、
金
融
商
品
詐
欺
２
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

Ｑ

特
殊
詐
欺
へ
の
防
止
対
策
は
。

Ａ

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
特
殊
詐
欺
に

関
す
る
出
前
講
座
の
実
施
、
広
報
き
や

ま
へ
の
犯
罪
事
例
の
掲
載
で
周
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

公
民
館
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
つ
い

て
考
え
て
い
ま
す
か
。

水み
ず

田た

志し

保ほ

議
員

Ｑ

公
民
館
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
考
え
は

Ａ

区
長
会
で
意
見
交
換
し
、
設
置
を
検
討

庁舎玄関正面のAED

Ｑ

官
製
談
合
の
認
識
は
な
い
で
す
か
。

Ａ

法
を
順
守
し
て
行
い
ま
し
た
。

随
意
契
約
と
は
⋮
競
争
入
札
の
方
法
に

よ
ら
な
い
で
、
地
方
自
治
体
︵
基
山
町
︶

が
任
意
に
特
定
の
業
者
と
の
契
約
。

官
製
談
合
と
は
⋮
発
注
側
の
地
方
自
治

体
︵
基
山
町
︶
が
不
公
平
な
形
で
落
札

業
者
が
決
ま
る
仕
組
み
。

Ｑ

き
ざ
ん
草
ス
キ
ー
場
芝
張
り
工
事

を
随
意
契
約
に
し
た
の
は
な
ぜ
で
す

か
。

Ａ

９
月
の
国
ス
ポ
草
ス
キ
ー
大
会
に

間
に
合
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

Ｑ

随
意
契
約
し
た
業
者
は
ど
こ
か
。

Ａ

宮
崎
県
の
芝
専
門
業
者
で
す
。

Ｑ

宮
崎
県
の
業
者
に
決
定
し
た
理
由

は
何
で
す
か
？

Ａ

特
殊
な
ロ
ー
ル
芝
を
保
有
し
、
施

工
可
能
な
業
者
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

町
内
の
造
園
会
社
に
相
談
す
る
べ

き
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ

工
期
が
短
か
っ
た
た
め
に
、
相
談

し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ

随
意
契
約
で
も
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
が
必
要
で
す
が
、
宮
崎
県
の
業

者
は
申
請
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

申
請
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

重し
げ

松ま
つ

一か
ず

徳の
り

議
員

Ｑ

な
ぜ
随
意
契
約
に
し
た
の
か

Ａ

国
ス
ポ
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
で
す

きざん草スキー大会
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合
言
葉
は
﹁
村
の
子
は
村
で
育
て
る
﹂

総
務
文
教
常
任
委
員
会

行
政
視
察
︵
11
月
６
日
～
８
日
︶

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
取
組

長
野
県
青
木
村

村
や
学
校
が
一
体
と
な
り
一
人
の
子

の
学
び
を
切
れ
目
な
く
支
え
て
い
る
青

木
村
。
﹁
社
会
力
﹂
を
育
て
る
た
め
﹁
村

の
子
は
村
で
育
て
る
﹂
を
合
言
葉
に
地

域
や
大
学
の
力
を
借
り
て
体
験
活
動
を

充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
別
支
援
教
育
で
は
、
小
さ
い
う

ち
に
多
く
の
支
援
を
行
い
大
き
く
な
る

に
つ
れ
て
支
援
を
少
な
く
し
て
い
き
、

通
常
学
級
に
戻
る
こ
と
を
基
本
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
教
育
に
関
し
て
組

織
の
連
携
、
目
指
す
方
向
が
同
じ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
成
果
に
繋
が
っ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
や
可
能
性

を
大
事
に
住
民
全
体
で
育
む
教
育
・
体

制
づ
く
り
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
⋮
障
が
い
や
病

気
の
有
無
な
ど
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
一
緒
に
学
べ
る
教
育
の
こ
と
。

不
登
校
児
童
に
対
す
る
取
組

長
野
県
南
箕
輪
村

児
童
・
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い
不
登

校
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
の
継
続
を
願
い
、
将
来

に
向
け
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
を

増
設
。
相
談
体
制
の
構
築
に
よ
る
不
登

校
の
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
や
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

た
困
窮
家
庭
学
習
支
援
等
も
行
っ
て
い

ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移
行
へ
の
取
組

長
野
県
飯
島
町

部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
実
践
校
に

指
定
さ
れ
て
い
る
飯
島
中
学
校
。
学
校

と
地
域
が
と
も
に
支
え
る
﹁
飯
島
プ
ラ

ス
１
ク
ラ
ブ
﹂
を
設
立
し
、
学
校
の
部

活
動
、
近
隣
の
村
と
も
協
力
・
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
す
べ
て
の
部
活
動
の
休

日
移
行
に
む
け
て
、
と
も
に
生
徒
を
育

て
る
環
境
作
り
に
努
め
て
お
ら
れ
ま

す
。

電
波
を
発
信

子
ど
も
と
高
齢
者
の
見
守
り

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

行
政
視
察
︵
11
月
13
日
～
15
日
︶

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
見
守
り

兵
庫
県
加
古
川
市

微
弱
電
波
を
発
す
る
小
さ
な
Ｂ
Ｌ
Ｅ

タ
グ
を
子
ど
も
や
高
齢
者
が
携
帯
す
る

こ
と
で
、
見
守
り
カ
メ
ラ
設
置
場
所
付
近

を
通
過
す
る
と
、
ア
プ
リ
で
ご
家
族
等
が

タ
グ
の
位
置
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

農
業
ビ
ジ
ョ

ン
と
街
並
み
活
用

岡
山
県
矢
掛
町

農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持

と
、
儲
け
る
農
業
の
実
現
の
た
め
、
農

業
の
集
積
・
集
約
や
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
、
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
陽
道
18
番
目
の

宿
場
町
を
観
光
資
源
と
し
て
、
無
電
柱

化
や
街
並
み
の
景
観
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

障
が
い
者
や
ひ
き
こ
も
り
の
支
援
充
実

岡
山
県
総
社
市

福
祉
文
化
先
駆
都
市
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
障
が
い
者
福
祉
に
関
し
て
は
、

地
域
で
障
が
い
者
就
労
支
援
と
し
て
、

本
年
度
は
１
３
０
０
人
を
超
え
る
人
に

就
労
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
し
て

も
、
研
修
会
や
地
区
懇
談
会
な
ど
を
実

施
し
、
実
態
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は

全
国
で
も
ほ
と
ん
ど
例
が
あ
り
ま
せ

ん
。

スクールゾーンを中心に検知器を設置

南箕輪村こども館
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令和７年 第１回基山町議会定例会の予定

令和７年３月４日（火）∼21日（金)

一般質問 ３月５日（水）∼７日（金)

お知らせ

第12回 町議会と語ろう会 開催

期 日 11月19日(火) 場 所 基山町役場４階 委員会室 参加者 24人

13：30∼

｢レディースミーティング」※女性のみ

ご参加いただいた皆様、誠にありがとうございました。
当日は普段入れない議場の特別開放をおこない議長席・町長
席に座れるようにしました。今後も多くの町民の皆様が参加
できるよう、より良い方法を考えていきます。

頂いた貴重なご意見・アンケート内容は、ホームページに掲載
いたします。

議長交際費執行状況表（令和６年度10月∼12月）

支出種別 支出金額(円) 支出の相手方および行事名等

会費 24,000 令和６年度基山経済クラブ年会費

接遇 19,440
総務文教常任委員会視察研修 ３件
厚生産業常任委員会視察研修 ３件

御祝 4,373 12/19 ESR基山町ディストリビューションセンター地鎮祭・直会

合計件数(件) 合計額(円) 累計件数(件) 累計額(円)

3 47,813 7 66,559

16：00∼

｢みんなで語ろう 町のこと、生活のこと」

女性ならではの視線で３つのテーマの問題解決に向
け意見交換をおこないました。

テーマ
教育・子育て／健康・福祉／生活・環境

より良き町にするため身近なテーマに対して議論
しました。

テーマ
教育・子育て／健康・福祉／生活・環境／財政・産業

テーマの検討

検討内容の発表

検討内容の発表

問題や解決に向けた意見の集約
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スポーツクラブ紹介

今年で創立46年の歴史ある少年野球クラブです。

現在、小学１年生から６年生の30名が所属しています。

｢元気・挑戦・感謝」をチームスローガンに、いつも元気に全力プレー中!!

随時新入メンバー募集中。見学や体験もお待ちしています。

活動場所：基山小学校、多目的グラウンド

練 習 日：火曜日、木曜日、土曜日

監督 飛
とび

松
まつ

秀
しゅう

司
じ

基山ジャガーズ

委 員 長 工藤絵美子 副委員長 佐々木敎雄 委 員 松石 健児
委 員 中村 絵理 委 員 中牟田文明 委 員 水田 志保

広報広聴常任委員会

子どもたちの力は素晴らしい。
生きていると楽しいことばかりではない。
きついこと、悲しいこと、悔しいこと。
覚悟を決めて心を奮い立たせる時もあれば、悔しさに涙をこぼす時もある。
でもそこには分かち合える仲間がいる。
見守ってくれる大人がいる。
そんな繋がりが子どもたちの成長に必要なんだな、と。
子どもたちの姿をみて、中年の私もまだまだ頑張ろうと思う今日この頃。

（工藤）

編 集 後 記

クラブHP




